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保育施設の給食にっいては，栄養、。調理．、隻保育各分野

の総合的研究が要望されている切また・，・保育所給食には』

家庭の食事状況の把握とその指導の研究も重要な課題と・1

いえる。（そこでわれわれは， 給食をめぐづで，：給食者と

保育者および家庭を相互に関連づけなが．ら ，～1その実態と

問題点を把握するための研究を行づた6（給食を構成する

諸要素を相互関連ζいう視点で考察するこ・どは，三㍗現在の

保育研究で看過されてきたものであ軌本研究は， 1そこ
に方法論的にひとつのモデルを提示する1ことを試みた・も

α）である。・㌦ヤ㌧　r∫・＞・ ；一㌔ 1 鵠轟　1、

、なお，支施設給食の研究では ，＝離乳期と年長幼児の研究

に比し， 年少幼児の研究が少ないのが現実であ玖，本研

究では， 1～3歳児を対象に、、その実態を把握嵐る燈と

も目的のrつと．した。、
、L、、

5軍　．㌧ 、r

戯1．

・皿恐方 法、で ～　　　　　　、r　I

1胃． 1、手続き　ゅ　　　1　 ・1

㌧、『 ．・ 、’ 注、

1蔓（U保育所の給食献立に；っいて，保育者が 1州3歳児の・

子どもたちの摂取状況を観察しながち検食して記録した，

検食票を分析する。． 検食票か ぢ， 献立一つrつにっいて∋

「よぐ食べる」 「残しが多い」1－などの回数とその理由を

嘲O・に施設給食を検討する。1・

712）施設給食の食べ方．〆、11， 』． 1『 （』l　k』i 、　八

　個々の子ども についてレ献立の好き嫌いド食欲，：食べ・

る状態ド食べ方の発達，1保育所入室時からの変化などの・

項目からなる質問紙（附1） に保育者が記入するq質問

項目には，・日常観察をもと．に，1ひとり1の子に・2人以上の

保育者が意見を出しあって記入することとする。

　③家庭の食事調査　”ご〉、！炉． ・r三i 掌

　家庭での食習慣，週臼3日間の食事内容，・施設の献立

　粒F臼』 　玉 ：

と家庭の献立の関係を中心に母親対象の調査（附2）1を

するらi3日間の食事は6月中旬の木曜日（欠席者は金曜

日）傾離檀り悩則前日揃々日ξさか嘩っ：

て郡軽曝をと？た岬巫叩日閤の食事の魅
分析ゑ行い，母親にその結果ど留意点を通知する。

畷暑と瞬φ相瞬割交換ンll
骨1、

爆士 欄理師堺碑場寧際悶～3歳児のそれ
ぞれの傘事の探聖挨鼻を早嘗しミ戸方，保育者は一日ず

つ調理実習をし・食事を免タ．多側と与える側との相互の

環割奈換ゑ通疑て施設給食を考える機余をもつ。

　2．対象・日時

。母子愛育会附属施設ナーサリールーム園児20名、（離乳

食までの子どもを除く）。年令層は∫1歳児クラス8名，

2灘クr亦幡r微児グラス」5名，轍児クラスf
名である・：♪黒 』 漁㌧ 鮫尺．卜

・締考5名鍍騙麟難継士2 名よ’醜師略

9脚爾婚醸ll畔度一1983鞭の調査で
あお。．

『．、｝ンr．“く！卜∫
』1．

i、1、．、1．ビ）
；憲ン…1』く『　　 』『’意∴内

琿 芦㌦畢1てく

二

驚i …
、、

　11，～給食の摂取状況一＝

①勢勲猟∵，蓋：胆　　…く
対勅髄曝（が筆リー！レーム）の給館蛸

病院栄養科において坦当1される5給食はN“1んNα60の60：

種め献立妻（例1≒日φ藤立表参照）によづて作竜られシ

212の料理数の組み合ぜからなってbる。1981年から

1螂鞭に鱗為に殿され酵べての検鹸（例，験

食票参照）222枚から，子どもたちの摂食状況を分析U

率。ここではデザート類とおやっ類を除外し，主食と創

食にっいて検討した。検食票には「よく食べている」「普

通」　「残しが多い」の三段階にわけられているが，よく

食べていると残しが多いものをとりあげてみる。検食さ
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例　一日の献立表

献立　　Nα15

献　・　立 材料
一分徹9 熱量■ 蛋自

脂質

米
50 176 3．4 0．4

ひじき 2

ひじきごはん
人じん

10 3 0．1

油’ 5 18 0．9 1．7

ピース 3
油 2 18 2．0

魚
30 28 5．7 0．4

魚みそ焼
み　そ 6 13

0．6 0．2

砂糖・酒 各2r 8
油 1 9 1．0

ピーマン
10 2 0．1

ピーマンソテー
油 1 9 1．0

ポテト
30 23 0．6 PO．1

市　松　煮
人じん

　糖

20 68
0，2

油 1』 9 1．0

はんぺん
10 一9 1．0

清　　汁
三つ葉 少々

計 』3391 12．6 7．8

例検　食　票

　・58年5月30日（月）

献　　立
　Nα　15

　て 普通 残多 感想をお聞かせ願います

味・調理形態・色彩・

　き嫌い）

ひじきごはん ○

ひじきが5～6㎝の長さ
が入っており食べにく

子もいました。ごはん

味はとてもおいしかっ

で

魚のみそ焼 ○
味（味噌）が少し濃いよう

ピーマンソテー ○

2戯角ノ嫌いな子が多く
う少レ経かく切った方

食べるのではないかな
いった具合です。

市松 煮 ○
’

とてもおいしくできてい
した。1㎝～1．5㎝角

り丁度よいです。

清　　汁 ○

その他

れた料理の回数はそれぞれ異なるので，同じ料理の供与

回数を100として，その害11合から算出することとした。

なお，検食票に感想が記入されているものは，味，大き

さ・嗣ざ・・調理形態・ その他の五つに分けて集計した。

まず，良く食べているものをみてみる。残しのないもの

と残しが5％以下のものを加えたものをよく食べた料理

とすると衷 1の16種になる。この中で，とくに好まれて

いるものはフレンチサラダ（81．8％），かぼちゃ煮物

（75，0％），スパゲティミートソース（7工．4彩），白い

御飯（67．4％），ホットドック（66．7彩），スパゲティ

ナポリタン（66．7％）があげられる。　その理由は味が

好まれるものが大部分であるが，大きさや固さが1～3

歳児に食べやすい状態であることも理由として多くあげ

られている。次に残しの多いものの上位10をとりあげて

みると表2のようになる。みかん缶おろし和え（100彩）

ピーマンバタ」いため（66．7％），小豆御飯（50．0％）

がとくに残しの多いものである。残しの多いもの10種を

みると，1～3歳児に好まれない味であるとともに， 食

べにくさ（舌ざわり，固さ，かみにくさ）があげられる心

　（2）家庭献立との比較

　保育所給食の摂取状況は，日常の家庭の献立と無関係

ではありえない。ナーサリー給食献立のうち，よく食べ

る料理（表1）16種と残しの多い料理10種（表2）を混

合して列記し，母親に家庭でよくたべさせているか， 時1

どき食べさせているか，食べさせていないか， それぞれ

にチェックしても らった。その結果が表3，4であり，

前者はナ」サ リーでよく食べる料理，後者は残しの多い

料理と家庭の献立との関係である。第3表にみるように，

ナーサリーでよく食べる料理で家庭でもよく食べさせて

いるものは，白い御飯，味噌汁が90％台，スープが50％，

他は「時どき食べさせている」に集中している。ナーサ

リーで良く食べているが家庭では「よく食べさせる』割

合が少いものは冷し中華とホットドックであった。全体

の傾向として家庭では「時どき食べさせる」に集中して

いるのは，ナーサリー給食は昼食に限られているのに，り

家庭では土・日曜以外は朝食と夕食の献立であることに

関連している。ナーサリーで食べ残しの多い料理は，表

4でも明らかなように家庭でよく食べさ＝せている料理が

少なく，上位の35％のものでさえ，「すきやき風煮物」

と 「ほうれん草バターいため」の二種類にすぎないる1

～3歳児は，家庭の献立にないもの，つまり，食べなれ

ないものは給食で食べ残すことが多くなっているといえ

る。

　2。給食の食べ方
　〔11食事摂取行動の発達
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衷1　よく食べた料理
Kへ “云

、イ

料　 理　名
給食

数
よく食べている 　　　普　　通 　　　’残しが多い 味｝ 大きさ 固さ 調理

態
その他

1白いご飯へ　　■　〔 L43回 29（67』4）％ 14（3ZG〉％ Ov　　％
「』 ン㌧、 ’嘔　ン

カレ｝ラ イ界、　　， 5 3（6⑳必、 2（40，0
109

1じ ’島
1〔昏、

、 』紀鼠
ズパゲッテイナポリタン 6 4、（66．7ナンγ2（33，3

’

．、0一 3
‘　　　

界バゲッティ ミートソース、
14

10（71．4、． 4（28．6 0い一　　　い 18い』
　　　ド　　　　　　　　　

’』’ 、

五目やきそば　　　い一
10 6㍗（β0，0）き 4（40，0 、）α　　〆』 「

4魁1
’1

〆 ＼『小 r て Pソ、∫、

冷し中華 8 4 （50．0） 4 ・（50．0 PO、1 ㌧、、

3 r2’ ゴ

ホツトドッ・ク1　　　　　‘』 31
2（66．7 ）ず、・ ・1（33，3 f、01

v

おでん ユ0 5 （50．0） 5（50，0 ）（ 、10
） 5三 21 2

人じんグラッセ・γ　’「’、 20
工2（60．0）

， 8（40，0）．r 0丁、　’ 7、． ‘1二

かぼちゃ煮物． 8 1 6（75．0）． 2（25．0） 0 4 2』 1
』

1
さつまいも煮物巧

11 6 （54．5）帰 ・5（45、5 ・α 2・二こ 1
ノ

粉ふきいも 13． 4（30、8） 9（69．2
　　

r・0、』　「，・ド 2∫＝レ・ 3 1．

フレンチサラダ
11 9（8工．8・）B 』2（18，2） 0 8・

　　解

清　汁 42 1fゴ（ 2612）・ 31（73．8）・ ！0 8瓢

味噌汁 43 17 （39．5）．、 25（58，2）・ ・・ （2．3）． 11盤 1
〆　「 くk

ズLプ
84 22 （26．2）一r 59（70．2） 3（3，6）・ 一

・12・ 11 1・ 2
’』し 　＼し しr」

表丁2っ残しが多い料理 　　、
ll』（“トρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’譲1丈ll二　鎌黙ミi　lぬiま冨ご
嚇瞬事噸方の　・1給食瞬蕪上美喚こ翻麺轡きな噸繊児

驚罵雛講霜甚欝講織1灘諜鍵鱗轟

％・3纏蝋練嘩と伽ぎ瞬戦砥灘3撫勲終醸鋤緯したり・
贈瑞離灘麟灘義馨1潔盤鵡1欝驚脅纏蕩髪

、． 』料・理． 名1
給食』回数

よく餌姻％　　　　r　、

普　　通 残しが多い1 味
臭二い

舌ざ
り

大き 固さ 捌くさ 鯛理
態

みかん価の大根おろ　　F 2ロ 0回　 ％
0．

　　一％ 2hOσビ6）％ β1弗
5ご

ピーマンバダ」いため邸 6： 0 2（33．3）r 4く 66，享）1』｝ rllF、 ■1 1
小豆ご飯 6 0 3 （・50．0） 3 （50．0）・… 、4　． 3 1

ムニエノレ 6 0 4（66．7） 2（33．3） 1 2
すきやき風煮もの 6 0 一4’て66．7）塩… 2（33．3飯 2 1r二『1

ほうれん草バターいため 6 0 、4（66．7）1… 2（33，3ウさ 2
i　嗜

白菜と厚揚煮もの 6 1（16．7）
，・

（50．0）i 2（33，鋤、、1りq 2 ．2

もやし油いため 9 1．〈1王．1） 1＼6、＼（66，7〉演 2（22．2汰ヨ ぐ3 1’一 一

”「

『　 　 　、　

ミックスベジタブ）レ薗ターいた 12
1（8．3） 1黛ミ（750）眼 2（16，70導 “ 　『　　1’、、』 　、

一

1　・

ほうれん草おひたし 6 隻（、16．7） …掛て66，6 ）紙 1（16．7』）1・∫” く1 ト、・ 入 1ぐ・1

＼

えて食べること，こぼしたものを皿のすみにのせること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マは，他の項目に比べて劣？て1、るが，竃歳児では「時ど

きできる」を含夢ると，そ1燕ぞれ80％年達している。「よ

く噛むことカ§できるJ‘こ・コゆ∫ては，1歳児50彩から3歳

児100％と発達がみられ，固型物を上手に飲みこめるの

ま食べることは1歳児にはむずかしく（時どきセきるが

13％），2歳児で17％，3歳児で60％が重崎たまま食べ

られう。ロールパンを中央で切？1てジャムをはさん澤も

のもながして食べる子が多く，・i，3歳児で60彩溝そのまま

の形で食べるようになっている。』・ハンバーガ詮は1歳児

は，1歳児50％，2歳児67％，3歳児80％であるよ、逆にてニレ2 α％，13 歳児33％，3歳児80％が形のまま食べられるよ

一329一



日本総合愛育研究所紀要 第20集

表3　よく食べる料理と家庭の献立

料　理　名 よく食べ
せる

時どき食べさせる 食べさせ
いない

白いご飯 19（95） 1（5）％ 0　　％

カレーライス 4（20） 14（70） 2（10）

スパゲッティナポリタ’ 2（10） 13（65） 5（25）

スバゲッティミートソース 4（20） 13（65） 3（15）

五目やきそば 3（15） 14（70） 3 （15）

冷し中華 ・1（5） 11（55） 8（40）

ホットド7ク 2（10） 11（55） 7（35）

おでん 3（15） 15（75） 2（10）

人じんグラッセ 6（30） 12（60） 2（10）

かぼちゃ煮物 4（20） 15（75） 1（5）

さつまいも煮物 1（5） 14（70）1 5（25）

粉ふきいも 2（10） 12（60） 6（30）

フレンチサラダ 5（25） 11（55） 4（20）

清汁 9（45）、 11（55） 0

味噌汁 18（90） 2（10） 0

スープ 10（50） 10（50） 0

％
　　亘ooloo

100 iOD 10D

表4　残しが多い料理と家庭の献立

料　理　名
よく食べ

せる

時どき食べさせる 食べさせ
いない

みかん缶の
根おろし和え

1（5鼻 2（10鼻 17（85声

ピーマン

ターいため
1（5） 10（50） 9（45）

小豆ご飯 1（5） 11（55） 8（40）

魚ムニ』エル 5（25） 15（75） 0

すきやき風煮物 7（35） 11（55） 2（10）

ほうれん草

バターいため
7（35） 13（65） 0

白菜と厚揚煮物 0 10（50） 10（50）

もやし油いため 3（15） 14（70） 3・（15）

ミックスベジタブル

バターいため
6（30） 12（60） 2（10）

ほうれん草

　おひたし
4（20） 16（80） ・0

且OD　lo①

OO一
時
ど

銘 お き

8①一 75

脇

75

83
80

83
80

83
80 8D 8）

できる大

67 65 67 67
体で

き
6D る

0「

50 印
5D 50 50

〇一 路
33

25 25

o一’
20

皇7

13
13

年齢夏23
　　戦歳歳

　　　よ
　　　 く

　　　が
　　　む
　　　こ
　　でと
　　きが
　　る

1　2　3

　固
　形
　物
　を
飲上
み手
■こ ■1こ「

め
る

1　2　3

コ
■7

プ
［を・

片
手
で’
持

つ

1　2　3

　ス
　プ
　1
　ン
　で
食こ
べぽ
るさ

　ず
図1

1　2　3

フ

オ

匡

ク

が

摩
兀
る

給食の食べ方

1　2　3

　片
　手
　で
　食
え蕊
てを
食押
べさ
る

12　3

　こ
皿ぽ
のし
すた
みも
にの
のを
せ
る

亙　2　3

　お
　か
　わ
要り
求が
で　
き
る
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星他＝ 年少幼児の保育所給食に関する研究
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　　　 重ン　　　　　形ヤ
　　　ね咳 　　　のム
　　　たイ　　　　　まつ
　　　 ま 艶 　轄　　　』まテ『』　　　　食1
．恒、ジ　食　　　　ベル
　　　ペ 　　　　る』パ
　　　る　、　　　　　 ン

ノ
　．

　‘・　　　　　　汁
はソ　　　　　汁も

．がべ　　　　 との
さ1　　　　　実

、ずガ　　　　　　を
食1　　　　　酒
　　　　 食当
る　 　　　　ぺに
　　　　．る

歯2

正　2’31

　　　謎
　　　醗
　　　馨5
　　婁詰
　　るに

掴理の食べ方

うになっている。汁物を汁と実と適誉砕食容るのは 工歳

矯珍彩～2掌曼0％，β麟＄0％と発藩してい苓。御飯の上

に具ののっているものを一緒に食べることほ割に早くで

き，・ま歳児38彩，l　l2 ＝歳児50％汽3歳児1QO・彩である。浅、

なりずしは虫歳児は皆はがして食べ，諺歳児になると33

％』、3歳児で80影が形の』まま、食べられる。
おにぎりも㌔・く＼

ず．して5しまめ、子があり，。2r歳児で半数）、1 3歳児で80％が1

形をく《ずさずに食べる・よう，になうている。 ハンバrグデ

《←、等ルな1ど固ま りの形態のものは，
Ir

児13％， ン2歳

児50％’レ㌧＼3歳児60％と年令ごとに自分で・くずせるものが・

多くなるがず 3歳児でも40％は保育者の手助けを必要と1

するゆ タド l∵1レー㌔ e 1㌧＿’1－r・

121給食調理形態と摂取状況1 、、
ぐト撹・・

　ナピ顔、リ’π・給食は，1〕桓3 歳児対象として食品の大き

さr）』長さ がきめられている。じ、やがいも， 大楓人．じん，

ピーマンなどは1．5～2．0㎝平方を基準にした大きさで1

あり，線切りのものは4㎝の長さを基準としている。ス

パゲティは半分に折った長さ ，＝。焼きそば類は出来上った

あとy縦ε横十字に包丁をいれる61・魚財・ソバー？グなど

は普通の半分位1（成人分量の％〉であるじ・このサイズが

子どもに適当かどうかを，①スパゲティの長ざ）②中華

　f 2肌3

は蓬

懲
芝し

婁
る

’』、1 　　　　　　　　　　　　（：・1、閣2　3・』・　 、 L・2　3

　　　　　　　　　　　Ll牝『　　1　一一』、　 　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　お　　　　　ハ
形1ζ　　　　　　自、．ンr　　　　　　‘
のぎ　　　　　一分パ

艶　　斜　 ・い

食　　　　　　　さム
ぺ F　　　く品「一、メ
る　　　　　食しエ・

　　’　　昌ぺて’ル
　　　　　る聾「
　　　　＼〆 」一　　　『図1 　．i・

　　　　　　　　　　　　　　、、く1　「　I　　I　

そばの長さ，③冷し中華や焼きそばの時のきらうり・や人

じんの長さ，④粉ふきいも，さっまいも劉がぼち嶺め大

きさ，⑤サラダやソテー砂トマド・ ピー寿ン等φ野菜の

大きさ，⑥魚，ハンバーグレから揚げなどの大きざ， 1以

上6項目に分け，保育者に子どもひとりぴと』 忙づいて，

大きすぎる，適当である二，』小さすぎるの三段階に記入し

てもらった。その結果120名の幼児のう ぢいわずが2名
を除いてどの項目にづいても適切であるとの評価を得た。

1歳4月児1名が③を除いていずれもも・づと小ざい方が

よく，2歳6月（発達障害児）の1名が①と⑥が犬ぎす

ぎるという結果であづた。　　　　 ’こ』∵ 』1』マイ倖1〆』ξ

　③献立の好き嫌い　1　　　　　　　8 蹴’1㌧こ

　ナーサリー給食を通してみた食品の好き嫌い堀献立の

好き嫌いを個人ごとにみだが‘ 食品、献立と庵一「何ぞも

食べる」「とくにない」が60％であづたざ．ζと ぐ1ご目立づ

て好きなものは，献立でカレーライス35％の他は個々に

分散し，ごま和えのごまなど各自の特殊な好みがあげら

れでいるぷ子どもの嫌うむのは11食品15種∋ 』献立14積と

分散じているが，ずでにF1給食献立の摂取状況』ぐもみ

た全体傾向と類似している。個々人の調査で新にあげぢ1

れた鎌いなものは噛みにくさや舌ざ6りがぢ鷲ll谷ウイεン
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ナ，ちくわ，グリンピースなどである。

　㈲食欲

　日々の健康状態によって食欲は変化するが，日常保育

の中での一般的な食欲についてみると，食欲があるもの

30％（6名），普通60％（12名），食欲のないもの10彩

（2名）である。量を沢山食べるかどうかでみると，沢

山食べる25％（5名）』普通40％（8名） ，食が細いも

の15％（3名），他に時によって差のある「むら食い」20

％（4名）である。なお，むら食いは1歳児のみにみら

れた。つまり，1歳児の半数はむら食いセあるといえる。

　（5）食事の問題行動

　1～3歳児の食事では，保育者はっぎうきりで，はげ

ましたり注意したり，手伝ったりしているみρ子どもの意

のままでは栄養バランス・を配慮された食事もアンバラン

スに摂取することに、もなる。その実態を掴むために，保

育者が観察した子どもめ食事Φ問題行動糞ξりあげてみ

る。質問項目r食べ方の状態」の中から否定的行動をと

り出して検討することとした。人数の多いものから順に

あげると次のようになる。

1．姿勢がわるい

2．食べ方がおそい

3．好きな物だけ食べる

4．気が散り時間かかる

5．途中で立ちあがる

6．かまずにのみこむ

7．行儀がわるいパ

8．料理をまぜこぜにする

9．一品ずつ食べていく

10．食べ方早すぎる　1

12人
10

8
6
4
3
3
3
2
1

？ぎに，嫌いなものの食べ方をみてみる。

1．がまんして食べる

2。食べさせないと食べない

3．口に いれても吐き出す

4．舌でおしだす、

5．手で皿を押しやる

6．床に捨てる

7．も．うおなかいっぱい という

、
8のみこまずロに含んでいる

9』ロを結んで拒否

10，他の．子の皿にのせる

、U，食べ方がおそくなる

10人

6
6
5
4
4
3
3
2、

1
1

食事中，1保育者は以上のような子どもたちのさまざま

な行動を、1 ひとりひとり観察しながらシ食事の自立への

援助をしているといえる6

　3．家庭の食事状況

第20集

　（1）生活時間（食事時間）

　食事の時閤は睡眠や活動など一日の生活と結びついて

いる。ナーサリーに通う子ども達は，通園時間，保育時

問，昼寝の時間と，家庭にいる子どもとは生活時間がこ

となる。母親が仕躯をもち，保育所に通う子どもたちの

食事時間をみるため，食事時間の他に，起床時間，就寝

時閤，おやつの時間，食事に要する時問，、そして母親の

食事準備時間など，食事を中心とした生活時間を調査し

た。各時間の平均と標準偏差を示したものが衷5である。

起床時間は5時台1名から8時台6名にわた っており，

平均亨時12分である。就寝時闇もぱらつきが多く，早く

寝る子が7時台1名，もっとも遅く寝る子は11時台3名

であり，平均就寝時間は9時24分である。朝食時間は6

時30分から8時30分の間で平均時間は7時54分，夕食時

表51生活時間

人数 平1均標準偏差
起　床　時　間 20人 7時12分　46分
就　寝　時　間 20

9時24分　60分
朝　食　時間

20
7時54分 39分

夕　食　時　間 20
6時27分 51分

おやつの時間 ！工 5時35分 62分
朝食 子ども，食べるに

　　る　醍
20

15分 6分

母　準備や調理に
する時間

20
24分 14分

』夕
子ども，食べるに

　　る時間
18

25分 9分

食 母，準備や調理に
要する時間

18
54分 29分

間は4時30分から8時30分までにわたり．，平均時間は6

時27分になっている。・おやつの時闇はず20名のうち，与

えないもの3名， 時間をきめていないもの6名あり，時

間をきめているもの11名の平均時間が5時35分である。・

子どもが食事に要する時間は，朝食で平均15分，夕食が

平均25分である。なお，母親が食事準備に要する時間は，

朝食平均24分，夕食平均54分である。 しかし個々の開き

は大きく朝食準備は10分から60分，』夕食準備は20分（f

名）から120分（2名）にわたっている。国民栄養調査

に，保育園児の起床から朝食までの時間および仕事を持

っ母親のタ食準備に要する時間についての調査がある。

これとナーサリー児の時間を比較してみる とつ ぎのよう

になづている。

　　　　《起床から朝食までの時間》

　厚生省調査保育園児（昭57）

15分未満　82（』22．8）％

15～30分184（51，1）一

30～45分　67（18．6）

ナーサリー

　I　（5．0）　％

　4　（一20．0）

　7（35．0）
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星他：・奪少幼兇の保育所績良1ζ開す1る研究

　　45扇60分．一1’15（4．2）＝』1∴’ ” 』4（2010）1珪吸

　L60分泌も二一1il（、3」D・「二』・」 4て 20，0）i：1“

　・不詳♪』二望 「i r＜’ 2ゴ8） ’τ r』o）胃 5－L’・

　　　． ♪』ハ〆重 36σr、r 　r1レ』・ン’ 」寧ハろξ20←』許　 二㎏ ＼’

　　　　《夕食の食事づくりに要する時間》
　　厚生省（56年）仕事を有ずるもめ』⊃1・・ナ」ザリ 一学寿

　　15分未満1 ▽、L4％』　 　、 、q彩1

　　15ん鋤』：＝塀 r
一r

ンーr、
1即　、＼

　睾07鯵314 　．マ．、、　ヲ阜0』．

　　爆5ん10分即　、マ』，汎．！阜㌧モ・

　　60分ル’　　11．8　　　　　　　　30．0

　　鰭入ノ　α5　 r　1α0’
　　　　　〃胃2，807人」 1V』20〈1“1・

以上に明らか鰍うに，厚生省総の儲園兜1遍ま

駕床がら30分で朝食をしていぞものが73．9％に1比べ・，

ナーサ〃1一では25彩であり，30分がら60分以上が摩生省

調査25・9％に対しチーサリ7で酵7与％と娯才妻イサリr堤

の方が起床から朝食まで塒問のゆと碧力§南る・款・

タ食準備時間をみうとゾ全甲調奪舞暴 毒りナr酵り一

児の家庭では時間をかけて食事をっぷ？ている。全国調

査では調騨多く時間を力那細孟晦摂取幽

多いという傾向がみられてセ・るg｝しながっ∫・売一サリ

ー児め家庭では全国水準より栄養摂取量曝多いと準察さ

れる。これは，あとの結果4｛1）の中の献立分析で全国水

準と比較した・6群食品分類法に諌み栄養摂取苓ランスの

よさ・でお示されている。　　影・㌦』i、瓦♪・』・ざ　』ン』～、

：・（興糧理繧）郷き嫌り鋸． ；』・ 洋1』1 』i．．這ぷ い＞ l　lな萱D

ン塚庭Φ料理で子どもが好むものを尋ね悪が・・52種に分

（散レベお誉レみが 1ぎょうざ・』ハと搏rグ鶏㊧krライ：愚

輝各窃各咲興娃3』名から4名矯あう。 嫌いなものは5生

野菜埜マギβ名緩他畦2多続蕾名で零年種があげられて1い

恥 鱗ミ，概名1二（25％〉． 爾子に蜘、なも¢噂酵記入さ

れて転・逐σ 丈好き1 なものには，蛋白悔食品㊨料理がも？と

も多《’工9種ド，っぎ際めゆ類多 、すレなεの主食6種，♪ ，3位

際野菜類 5種となやズ鰺弼、、嫌軌）なもの嫁1位が野菜類

11種（うち￥数が隼野菜）・ゼ．2て位蛋白性食品7種である。

つぎに野菜料理の好きなものをみると，37種姦げられ・

調理法別に遜るとヂ生野菜，、妙φもの乳煮物Φ順解トなる。

住二野菜‘零嫌いなものも、多瞭カミ，ン好きな調理法にもあげら，

，む置いる娠，ざ　 ひ、ン』＿い昌
淋じ乱：…！　i　．（鰹ヌつ

，き③食事の目享：（保育所との比毯Σ．、』r｝1・測、％、 犀l　i　ll！，

ε遂庭での食事の目立状況をナ撃サリンr給食時と此毬て5

樋と，簿6のよう喧？て喝・羅で1蝿歳児で少．

レ蘇伝ゑ々お0％で毒盗σ、おなじ3，歳児輝絶諌では醍占り｝

で食べるが80％』1少！し手伝うが20％であるゼ保育所入所

後間もな儘1：歳児のぴどりが家庭では半分ぐらい手伝う之

のに施設では殆ん［ど食べさせているザしか、し∫この 1．各

を除いた他の子どもはすべて家庭よりも施設での．自立度’

が高ぐなっで匝るら ゼ図3は全員にづいて家庭と施設との

比較をしたものでiあるQ・啓”・いき 1 1’ 』1（分ヘノヤ

ぐ襲6一食箏の自’立1・1』引き　借
7i

こ 』1～『』中一窪 ご』

G
1歳〃＝呂　　アr＝ 。2歳遅〒◎ ラ鯉＝5

矧リ白

粋
ナrサ

←
家庭

矧リー

殆んど、
食べさせる 1乞．5

》％25．0 ！％ ’

0 　％0 　％

1半分ぐらい　　　手伝う

3τ5
25i

σ 50．σ
／｝鷲 ■丁

3β
』i0 　イ「

：

、1
戸 い㌧∫r 　　　 しゐ

少し手伝う

r　 ㍉∵010 り・i　♪

7‘5 ・f617 33』3 合0』0 201σ

、ひとりで　　　べ　1÷．
　べ6　つ’σ　レ　　　 f215 お，言

3包4
↓1

0．0
』L　l　■

86…0
　『、7

計 100．0 100．0 100．0 1000
』　ゐ

00．0
1001σ

　　　　　　　　　ド、』② 斗 を1
、i＝毛、〆．

r＝
、・ご

り醗こ瞭1　ε詠

　　　　　　　　　　1躰、殆んど食ぺさせる　13L少し手伝う
、．

　　　　　　　『』 倭輩12畔分く鯉手伝う ㈹とり聡ぺる

　　　　’嫉3⊂姥1器ハザ il餅≦ ／こr溺軌

　　，、’．、し，‘，客3誰聖「畔．r、

　〔4｝間食…

・おやづについてはチ毎白写曳るもの85％捜17名ン ，’

えなし、もの15彩’、（唐名）・宅重1 殆んどめ子がおやっを食畿

セいる♂皿をきあ宅サ・るもめは65％’（11名）ず欲しがる

だけ与えるも’の29％∫1（f5i裟》，無答6疹1（11｝名） 1で大蔀

分のもめほ分量をぎめで与えてい’るざ 主に与え・る岩わう一

の内容は多くだもの；t牛乳メ〆琉製品，［果汁，せんべい類

が多く“それぞれ35％髪占める宕 採チ9ク菓子ずケ』キ，

和菓子二』・菓子舟ン，，ご孚・ギンディずガムなどは少．く1実各丁

名〉3小魚せんべいを与えるなどレおやっにも栄養を考

えンているーごどがうかがえるる 1’一 ∫〆♪ ｛㌧』ボ∵』．： 碧レ

∵1おやっの時間にぢいては‘ヒ・さ「きの（1）生活時間のところ

一に←括した」 寸’1（‘ ヱ履‡． 、栖阿二眠．』 r・ で｝ン℃ ン、1一

　⑤外食他　　　　　　　　。　1くへ一∴噸艦，璽．・」

　母親が仕事をもった毎に外食レ店屋もの“惣菜物など

を利用することが多くなるのではないか， その実態を把

握する凌めにγ省れ易逗）利用頻度を調べた。外食は≠宰

日は全く 食べないも1めが 6312％レ・時どき食ぺるが！36』8

％ぞあめ参よ秦食べるも4）ば0 睦あるび土嵐日曜は全く

食べないもめが11511ぴ男と減少し〆どきどき食べるがGα0

％1 よ・く食茜洛ガ蕩5％と増加してい｛るン店屋むめの利用
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は曜日にかかわらず，よく食べるもの0であり，時どき

食べるが平目15．8彩，土・日60，0％，全く食べないも

の平日84．2％，土。日曜40．0％の結果がでている（表

了）。外食では，土。日が主であるが，中華料理9名，

すし8名，焼肉6名が上位である。店屋もので主として

食べるものは，日本そば・うどんが｝番多く（8名），

つぎに中華そば（5名），うな垂（5名），すし（4名）

の順になる。

表了　外食。店屋ものの利用状況

全く食べ
い

とぎどき
べる

よく食べ 計、

外食
平　日

・日曜

　　％
2（63，2

（15．0）

　　％
（36．8）

2（60．0

　　％

5（25．0

　　彩
9（100．0）

0（100．0）

店屋

もの

平　日

・日曜

16（84．2）

（40．0）

3（15．8

2（60．0）

00 19（100．0）

0（100．0

衷8　冷凍食品・調理済み食品の利用状況

よく食べ ときどき
べる

食べない 計

冷凍食品 3（15劉 15（7諭 　　％（io）
　　　％
0（100

そうざい類 1（5） 10（50） 9（45〉 20（1QO）

弁当類 0（） 3（15） 17（85） 20（100）

　つぎに，調理済み食晶の利用状況として，冷凍食品，

惣菜類，弁当類に分けてみると，表8のようになり，冷

凍食品はよく利用する15％，ときどき食べる75％・全く

食べないもの10％である。惣菜はよく食べる5％・とき

どき食べる50妬，食べないもの45％で，食べないもの半

数弱となっている。弁当類は全く食べないもの85％，と

きどき食彗るもの15％で，よく食べるは0％である。冷

凍食品では，ミックスベジタブル⑧，いんげんなど野菜

類（8），しゅうまい・ぎょうざ類（7），ピザベイ14）などがよ

く利用されているQ惣菜類ではコロッケ〔71が多く，次に

しゅうまい。ぎょうざ③である。全体を通して，弁当類

などの完全調理済みの利用は少なく，半加工品の冷凍食

品の利用が多いといえる。

　4， 家庭の3日聞の献立の分析

　Ul全体的傾向

　ナーサリーの子どものうち，乳児を除いた20名（対象

児）に週日3日間の朝食，夕食の調査を行っ尭δまず，

朝食ぬきなどの欠食は皆無であった。全体の食事ごとの

食品の組合せを，①蛋白性食品，②野菜・果物類，③澱

粉性食品の三つに分けてみると，三食品群を組み合せた
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食事は，120食中85％（102食），①と③の食品群のも

のが13％（16食），①と②の組合せ，②と③の組合せが

それぞれ1％（1食）である。三食品群組み合せたバラ

ンスのよい食事が大部分であり，野菜の抜けた①と③の

組み合せは朝食に多い。

表9　六っの基礎食品の摂取状況

朝　　　食 タ　　　食

欠群 食事数（）％ 食事数（）％

なし 10　　（16，7） 13　　（21．7）

1群 16　　（26．7） 1　　（1．7）

2群 12　　（20．0） 32　　（53．3）

3群 41　　（68．3） 19　　（3L7）

4群 18　　（30．0） 1　　（1．7）

5群 2　　（3．3） 2　　（3．3）

6群 16　　（26，7） 6　　（10．0）

六っの基礎食品（6群分類法）

1群

2群

3群

4群

5群

6群

魚・肉・卵。大豆

牛乳。乳製品。小魚（海草）

緑黄色野菜

その他の野菜・果物

米・パン・麺・芋

油脂

　っぎに，これらの食事を6群分類法（六っの基礎食品）

に照合してみると表9になる。朝食にもっとも欠けてい

るものは3群の緑黄色野菜（68．3％）であり，づぎが4

群の緑黄色以外の野菜・果物である（30．0％）。夕食に

欠けているものは，2群（牛乳・乳製品・小魚・海草類）

謄踏鷺驚器報譲鷲署鍵翻
中に，保育園児の朝食とタ食を調査したものがある。第

10表は，この調査結果とチーサリー児の比較を行ったも

のである。ナーサリ‘では朝食4点以上（76．7％）．タ

食5点以上（80．0％）がそれぞれ大部分を占め，国民栄

養調査より栄養バランスがよくなら 響ごいる。 』㌔

　（2）個号り的検討　　・

　つぎに，個別的に3日間の食事の栄養バランスをみて

みると，a． 3日間ともに6群を摂取しているもの35％

（7名），b．1～2日バランスに欠けるもの55％（11名），

C．3日とも6群が揃っていないもの10％（2r名）である。

a．とO．について，幼児身体発育パーセンタイル（昭和55

年彫生省調査）から発育の状況，ナーサリー3か月間の

病気欠席（調査前3か月，4～6月期）日数から健康状
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表1び栄養バランス徳点の比較』』
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P㌔ 　　』
ll騨∵・ 　35．』：，

、，4畢9・
、 44↓

・6、点。1
鳳・二 1亀、 21．7「 〆畢9㍗♪、 22り2

輝瞬度歯購調鯉鱒押窄弊1
’楽得点は1群ごとに1二点

態をみてみる。 a』7名のiうちレL名は身長》 体重とも大，

4名が身長。体重とも小であり∫ごの1名は身長大で体

重中一，・．他は身長’佑重ともに中であるム1 r方，』病欠でみ

ると，a ・、の2名5・cのト名が8・日ん12日に含まれるが他

のa，とc．の子は病気力沙ない。したがって∋ ＼献立分析の

栄養バランスがよければ発育や健康がすぐれていると一

概にはいえずジ身体が小さいか・らこそ栄養バランスを考

えてレ1、るものも多いといえるが ト尽）1L陽ドヅド’F・歩

晃なお）く 対象児全員の発育ど病欠の状況はっぎのように

なうている6＝：・『 ri’1ill‘・1ン』 ・r 窮’流ilじ（’ 　 陀「

（
』1㍉ ．奪対象身長発育’ 〉ご・ 」、 ン』、・y

・戸・’ 訣船センタイル蕊身長　　体重、㌧身長と体重 』八

・大・75飼f 1 11 』、1、5 人13’人∵ 』3 　『“
　中　 25～75 』　1・　112い｝し1、　11』』 　』 　1，14　」 　”

〆小7・・1』㌣25 、 ’3　’、、二6； 』r 』3’．r　・』7 』； 」

　　 ．、
さ、ぺ3か月の病気欠席日数一』、 一　療　G㍉～

7 1二日数llレ ｝・0 日 ｛、創・2日c．3、乍7日1！8 ～12日’ 21日

，、 人数　 ∫ 3人き一‘ 3人・、 　9人　 4人　 1人

夢5．壁保育効果 ン　　　、 』・

一
ン ♂

（巽11保育所に参ける食事状態の変化＞㌦」．冨・ 、』ギ1 窯

　ナーサリーに入室当初の給食摂取の状態がどのように

変化じたか， 子どもの個人記録がらそあ保育効果をみで

みる6食事の商題行動は・1名香㌔、くうかに重複し七おり，

そめ解決までめ時期丁も個入差がある，きさらに入室時め年

齢もさまぎまであちが磨1 霜2歳児あ給食ぺの適応状況

を示すものとしてまとめて整理してみたよそれほ次6よ

うに鱗庶』〆隔・』♪・嬬蓬擁．
　べ』留 二・・〆二 殿ご 』一パ 人数ぐ）％：』…過時期

－〕給食にすぐ慣れる1 罷＞∴煮ヲ　　12く60）㌧乱■ん2週

　嫌いなもの も食ンミるようになお　9 （45）、二・12ル12月

　むやみと食！ミザ定量になる・ 二r・・』3［i（15） …5～6÷

c食め細い子が定量にな～豹
r1

・・
1（10）　 ’3葛8「1』

1食飛させなぐても自分でたべる’・2 1（10y’2謁3』

．＝ かわりがV・え葛まぢになる
・㌧ 11 （5ン』『』6』1 』ご

事中立たなぐ・なる、 1＝冠二 い『 1（5）1 凧2「
　　　　　　L、∫Pン：ll一》卜：曳ト1ぐ’・r㌧～ 陛 ぐ1L　r呪

以上のように，当初は給食にすぐ憤れるもの60％で介

残りの40％は何らかの抵抗を示している5給食へめ適応

はそのままr日常の保育にも反映し』食事問題が解決ずる

と急速に保育所生活が活発になりレ』心理的安定がみちれ，

集団生活に適応するにわれ食事問題も解決してし～ぐボし

か し“完だ保育所生活を重ねれば解決じ亡いぐ問題では

なく；・保育者の日常の働きかけが大ぎな役割を占あ亡い

ぢポ 保育者め工夫φ働ぎがけを疹ると31細がぐ切っ宅食

べさせる≠半量ずう肇δうδ宅疹る・ はげますド保青者

が食べてみぜるレf他め子φ食歳ているのをみぜる銚よ『ぐ

食べる子φ隣席に参岩など1’さま ざまの苦心をしている。

それでもジ早“字室2が戸，・遅し、子になると11年あ期間

かがづて商題解消にだ奢り づび、宅いる占』』またド食事には

人間関係が犬き く影響しき集団生活で皆と食爽る楽しぎ

が食飲を増加させるごとめ他にll新入室児に保育者め手

がかかると退行現象蓬みぜお界新入室児が入らてがら自

分で食べるようにな石ρ2歳グラスになら七急ばまく食

べる，慣らし保育の担当保母の時だけ食べる一と種々’

の現象がみられ畜♂ぎくし1デ　∴r　㌍』 　岡玖：

∴c②家庭と保育所＞昂継λ㌧ 』1 　 く1∴ 賊・－1

：』食事め自立にっいては甑家庭の食事状況③のととろで

ぶれたよう1蔭と野家庭ぞは手伝らでもらい乍ら食べる子が

ナーサリ」宅ほびきり・宅食べるなどの保育効果がみられ

る。子ども達どうし，’保育者め働きかけが刺激となぢ亡

自立をう・ながずととになろ七おり，r家庭では子どもの甘

，えど母がゆらく り待てずに手伝うことが，・ごの違いにな

6ているど思われる5｝偏食にういても｝』ナーササー蓉偏

食のない子60劣古あ唇が，、家庭では25彩にならている5 1

ざぢに家庭でほ，〔嫌C・なものを食ぺず好ぎなものを食べ

る子が多いめ拷ド子」サリ」‘さほ偏食のある子も姫いな
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ものを何らかの形で食べている。ナーサリrで食べるζ

とで蓼庭でも，食べられなかったものが食べられるよう

になってい．くことカも母親からの報吉に示されている。

　つぎに，・とくに食事に問題のある幼児2名について保

育効果をみてみる。

　事卸“）O。ミ，（M。4歳1月）入室後1年2か月

　入室当時は，御飯，めん，繊維のない果物，菓子しか

食べず・家庭でも偏食がひどく困っている炉，母親自身

偏食で，保育者が問題とするほどには問題視していない。

ナーサリーでも好きなものは，白恥ごはん，寿かん缶づ

め，桃の缶づめで，嫌いなものは魚，肉，緑黄野菜であ

り・食べさせると吐く，のみζまず口にいれている，噛

むようにさそうと見せかけに口そ動かすという状態であ

った。食は細く，食箏になると腹痛を訴えてトづレに立

つ。身長は50パーセンタイルに位置しているが体置は10

パーセ・ンタィルと軽く，やせていて啓（でん）．部にしわ

があり，すぐr疲れた」という子であり，病気欠席が多

い子である。友だちと一緒に食事をし，保育者のはげま

しの毎日Φ給食を蚕ね，涙を．うかべながら嫌いなものを

「おいしいね」 といって食べるようになり冨皿も半量ぐ

らい食べるように進歩し，1年後には，大体定量を食べ

るようにな？た。体重も23パーセンタイルから50パーセ

ンタイ～レ≧増加し， 体力を増し声も大きくなって活動的

になってきた。家庭でも偏食が少なくなり，入室から1

年2か月経過した調査時点では，家庭での好きな料理に

コロッケジ春准，マーボー豆腐レ野菜料理で好きなもの

に野菜いため，里芋の煮物，．肉じゃががあげられるまで

にな？ている。・本児のばあい， 母親自身が偏食のため，

保育所給食の効果はいっそう大であり，、 今後の成長や性

格にまで影響を与えたといえる。．なお， 3日間の献立調
査では，1日・1群（緑黄野菜） ・，他の2日は2群（乳製

品，小魚類）が欠け，3日とも6群揃わないCグループ

の1人である。

　事例②　T．A，（F，3歳1月）入室後5か月

　本児は離乳期から好き嫌いが激しく，現在も偏食と小

食に母観が悩ルでいる。家庭料理で好きなもΦは干物の

魚うかまぼこ，オみレツで，野菜料理では冷凍コrンの

バター妙めである。献立をあれこれ用悪しても，ごはん

に生玉子で終ったり， ひどい時は，、朝ヤクルトー本，夕

食桃のかんづめ・1個などの時もある。白いごはんは食べ

るが・魚・肉・チーズダクラッカー，クッキ，なξ嫌い，

一定の調理法で鷹いと食べない（魚は干物，じゃがいも

はフレンチフライ・だけなど）。、身長は中（30パーセンタ

イル），．体重は小（20ペーセンタイ ル）．であるが，、病気

もせず元気に動いているので，母親も無理強いしていな
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い。間食もせず，家族が食事していても欲しがらない状

態である。ナーサリー入室当初は嫌いなものはロを結ん

でしまい食べなかったが，口に入れてやると食べるよう

になり，次第に嫌いなものも少しずつ食べられるように

なっ牟。はじめの緊張がとれ，遊びが活発になるととも

に食事量も増えてきた。現在，白いごはんなど好きなも

のは半分位までさっさと食べ，そのあとだらだらになり

「まだ食べる」と時間をかけて食べている。 母親は保育

者から現在の給食時の様子の報告を聞いても，家庭の食

串のとり方からみて信じられないといっており，嫌いな

ものを口にする子どもの姿を一目見てみたいともいう。

家庭の食事に影響を与えるまでに至らないがナーサリー

では入室後5か月で著しい進歩をみせている。しかし，

ま痩食事時に楽しそうな表憶をみせず，もう一歩である。

3日間の食事調査では献立がバラン界よくても，本人が

ひどく偏った食べ方をしている結果がでてい る。

　6．給食者と保育者相互の役割体験

　給食者（栄養士。調理師）と保育者が遊離した形宅，

それぞれの分担に精励しても，保育所児の給食を向上さ

せていくことはできない。互いの役割分担を体験し，理

解しあって協勿できるように，給食者が保育の綿食現場

を見学し，保育者が給食の調理実習をした。給食見学に

栄養士1名，調理士5名で1名が2日～3日行い ，調珪

実習は保育者5名がそれぞれ朝9時から午後5時までの

一日体験とした。給食者は，給食に従事して1州5年，

保育者は2～14年の経験者であるが，全員初めての体験

であった。それぞれ各自の感想をまとめると ，次のよう

になってし 、る。

　給食者は，①子どもたちが食べるのを実際に見ること

により，食べやすさ （形態・温） などがよくわかり1今

後の給食づくりに参考になった。②子ども向き献立と思

っていたものが1～2歳児には不適当なものもありレ献

立を検討するのに参考になった。③保育者がひとりひと

りに根気よく食べさせているのに感心し，その苦労がわ

かった。r④こぼしたり，落したり，食事中の世話の大へ

んなことがわかった。⑤家庭ではこんなに食べないだろ

うと思われる子がよく食べており1．食べる雰囲気（皆で

食べる環境）の重要さを感じた→等の感想をのべてい

る。さらに，①できれば一緒に食事をしたり，食べさぜ

ることに参加したかった。②子どもたちが食べることに

爽剣で味や好物にっいて聞けなかった。③全体的にrお

いしい』という言葉は聞いたが，何がおいしかったのか，

どうおいしいのか聞けなかった。一これちの条件を満

たせば，さらに深く知りえただろうという要望や反省も

聞かれた。
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，、1、保育者ば，』①乳児の体重によリセ調乳を変え＝1離乳食，

移行食1・幼児食と，“幾段階にもわかれた献立6調理が進

めぢれる作業に夢栄養士ず調理師の仕事め大変ざを理解

、した。 ②丹1回め職員の検便』容器や調理器具φ熱消毒

など衛生面め配慮がわか づた乙③家庭料珪とちがい』 調

理用具の大ぎさに驚き ，1ぞの扱いの技術に感心したぴと

ぐに1大きな包丁で大量の税料を1痴3歳児向きあ妾オ

ズに細かく切る作業の手際よさは見事だづ舵乞1④大量の

味う、けほ1・容器何杯かの計量なめで♪回数に神経をつか

った。⑤調理を実習して，これまでの検食票記入が膜然

としていたことがわかり，給食者の知りえ貯1・’と乏を適切

・に報告できるようになった。ン⑥実習Lさ給食者と醤白すご

した二ことで』：1ごれまで食事の受け渡しの交渉だけあ時と

ちがじ．、，・気楽に， そめ都慶♪具体的な1と淫1を伝えあうと

とができ， 瓦
実習は大変有効であらた。一で’一譜’C頓乳

二以上に記したようにr，相互に相手の職場の体験をした　

．ことは1 それぞれの仕事が互いに関連、しず・子どもの給食

をよ’りよンく1して いく上で協力体制が必要であるこ：とを身

をも、っ之理解するこ とに雌づた6なお挙給食者が子ど・も

の食事にかがわるごとんの要望は許1ん2歳児の子ども

に どって見慣れない人の働きかけはドかえゼt動揺を与

えるため果せなかうた5蓬　 』 llヘメ：、（、べL 〆㌧ 幻

弛w∫＼考　 察二忌 』＝

　　　　　　　　　　一・l　i q 1泌勺二こ」

　1．給食の摂取状況　　　　　　　　　　　　飢’
　検食票から， 1β3歳児の1どぐに好むもの1どしてスパ

ゲディ、劉フ：一レ、ンチサラダジかぼち市煮物シ白い御飯ず11ホ

　戯卜l ドゆクなどがあげられる6・味のよさと大ぎさや固さ

な
どの食べやすざである乙ぷ遇般に保育所給食ではすいわ

ゆる集団給食の簡便さと子どもめ好みからマ皿盛りの主

く食： （混ぜぜ飯∫チ斧マノきンずカ レ1一など》が多ぐなる」・

保育園児は保育所の傘事に慣れ1家庭でも白い餌飯を嫌

1う』といわれる6二惹こで白い御飯が上位にあげられている

のは〕二給食者側の家庭的献立と味っけへの配慮によるも

のと考えられる。同・じように，．他の保育園や家庭では好

まれない野菜料理（かぼちゃ煮つけ，人じんグヲッセ，

　さつまいも， 粉ふきいも）が好まれているのも調理法に

　よるといえよう（この施設の給食者は，併設病院栄養科

　に属し，．その献立と味の良さは定評があり評ナ亘サリー

　園児の母親たちも1＝・当病院での出産時に食事をして㌧yる

　のでら…本施設の給食に1は信頼をおいている）ふ食べやす

　きはうギ検食票を指標にン1剣13歳児向きに常に改善が試み

　られでい＝るか1ら踏あろう。・なお ，！二1 ～3歳児にほ1良1く食

，ぶるものiと，して主菜があげられていないが， 年長幼児で

r・は・L「松風焼き」・（鳥びき肉ぢ卵芸・’白ごま，・殊噌）ずr卵ケ

テダン」・』』（ゆぞ卵P’、々カ 首三，一公ム｝‘主為ぎ）・，』・ρ堤酔

rズコヅデ出ッ．グ」
’∫「鳥めグラヴガ」揚げi｝な二どあ主漿め玄

良ぐ食べる料理の上位にあげら詑七いるも之れらの主菜

、ほ，』一1祐歳児で‘蔚艇食虞赫おがわ睦蘇す

るほど（良く食べる）の量を食べていないといえる5検

食票で爵厭顧嬬むあ勧建らえ轡ぎが沸
ひん許で食べだもめrと量の要求とを区別寺る検食票の形式を

再検討したい5レli蕨舞、・’箔骨∴し 罫 ！Σ（ζ ㌧雨♪
、・

、1、らぎに芋どもたちの残しめ多い料瑠に：ら（・・せ考桑ずる

・と1 汀みかん缶めおろ已和えlj・rビニ》1ソバタら〔、たrあ』

　r小豆御飯∫などがあげち筑チと 乳らはイんも歳児あ嗜

姓に合わないもあ磐ある “ほ家庭献並にないもゐそお葛

と思われる。
壱め他評・ぼうれん章穴夢三恥売あ；｛∫どユ谷

ンバタ耶ため遡嶺泌鋤ど興碗輌健曝
灘が長く噛みにくいだめに謙わ顎び願魅う・

また1－2岬嘩蟹いも鱒て蜥ヤ惑
執癒筋獅陣｝、ゲ呼願樽脚懲聾
癬も⑳蜘駅勘て怖 ヒラ した食購趣
爆寵鳶もが嚇16ぐポ勲を遜ラ食匙些鱒
・繭畷アじ綴勤髄どとぢ卑代醗1も
あ噛勧の藤，努濁繍麻翻さの誘騨も鵬
てい諭紛歳兜擁勧残ゆ多喰齢尋熟ゼ
圃渤嶽』葛：；繍醸齢る麟繍顔
理法を麺ぞ酵齢齢・ヤむδで晦 ま簸零

吻画と鑓幽熊鰹移ま塵・察鱒簿寧
滋鱒力鱒導してい≦饗が否磐』 、、乙、雨、

バニ 壷鋤克あ養漏芳一・・c』1距　、　　　　一

・ω鱒毒動塀鍵纐ξ1』丁旨夕 残腰簸盛
遭爵細面換あ城・袖φイ腔シ奪曝

瀕痴 1薩賜あ湊虹ド片瀬麟え鯵
・鳩酋醸醗も醜面南趨Jl『隊嫡あ1る」／暉
壇碓幽とあぶ1ど蔀≧≧ずざ七塵翻噸鮮1Φ

嫌融も観鷲事行瞬〈箸委鱒欝舗瀞

お爵轍霧とい斌磯卑舗む融f．騨鮮

鋤後桝一1糖姻鱒隼錐學讐罪市鰹
（に醸瀕妨轍な繍・酷圏示している諸拠
ザジド灼挿繍搬靴勘旗梅貿巧歳
・勅畑肋子碗敏航ぞ撫猶と禰轟協

喜醜雛麟離欝lli欝
外轍らているム磯躯藤蜘‘左右：欽題
脚翻ヒ参るとい潔’麹理形嬬無藤癬
鰍瓶人じん，ピ」マン舵61ン5縄講・勧
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り4㎝の長さ， スパゲティ半分の長さ，ピカタやハンバ

ーグ成人の半量の大きさ）が殆んどの子に適切であり，

　1歳1名と2歳の障害児1名には ものによって大きすぎ

るもの長すぎるものがある程度である。したがって，1

～3歳児への調理形態は現給食の形が適当であるといえ

よう。

　の食事の問題行動は，姿勢が悪い，好きなものだけ食

べる，気が酢る，噛まずにのみこむなど10行動，延べ52

人（260彩）になる。また，嫌いなものにっいては，食

べさせないと食べない，吐き出す，のみこまず口に含ん

でいるなど10行動35人（工75％）になる。保育者はこれ

らのさまざまな問題行動にひとりひとり対処しながら，

食耶の自立への手助けをしているといえる。1～2歳児

の食事には如何に保育者の手がかかるかがわかるととも

1こ，このような働きかけがなければ必要量も食べないで

終ってしまうといえる。

　3．家庭の食事

　食事に要する時間は朝食あ平均15分，夕食25分であり，

母親が食亭準備に要する時l！，，は朝食準備24分，夕食準備

54分になっている ？起床から朝食までの平均時間は平均

42分であるが，、国麟獺査一 昭57）1）嫉鯛児と比

較すると，保育園児は起床から釦分以虞で朝食をとるも

のが75％弱， ナーサリー児は30分以上が75％であり，ナ

三ヱ1灘灘皐驚錨灘鍛皇第憲
親が仕事を有するもの）の60分以卑が1L8彩に対し，ナ

ー夢リーの母親は30・0彩と・時間をカ｝けている・全醐

査　では調理に多く時間をかけるほど栄養撰取量が多い

といやれ・その点・ナーサリ 一の家庭では全国水準より

栗養摂取量が多いといえるかもしれない。問食について

も岬民栄翻査で1）もっと多いrスナック菓芋』は殆んど

なく，牛乳，郵製品，くだもの，果汁戸せ夕べい類で，小魚

せル母、を与えるなど，栄養を配慮したおやつを与えてい

る。外傘・店屋 もの，弁当類の利用も少なく，仕事をも

つなめに餌を投げやりにしていることはみら櫨い．

　串日問の献立を分析すると，3日間とも6群分類法の

6群郁ているもの35％，1～2日6群に欠けるもの55

編早銭簿瓢婁灘野醸箋熱5
と員嘩 しても朝食・夕食ともに栄養ベランスがよくなっ

ているg；れは， 本絶設甲母親たち牟高学歴で専門職の

も．の多 く2 他の保育所硲母親より栄養の知識があること

と比鞍的時間の余裕のある職揮に従事じているからと考

えられる。家庭に対して栄肇面よりもむレろ食べさせ方

に指導が必要で南るgそれは・ナーサリーでひとりで食

　　　　　第20集

べられる子が食べさせてもらい，嫌いなものを食べられ

　る子が家庭では食べなかったりしているからである。．献

立のバランスがよくても子どもが好きなものしか食べな

ければ意味がない。仕事をもっ母親は多忙のため，子ど

もをせかし，待てずに手をかけてしまう。また，日中子

どもと離れているので必要以上に甘やかす傾向もある。

親が食事を重要に考えているだけに，子どもは食事のト

ラブルで母の関心をひき手をわずらわそうとする。この

悪循環が家庭での食事問題を大きくしていると考えられ

る0

　4，保育効果
　入室後1～2週間で新しい食事環境になじむものは60

％である。1～3歳児の40％は給食に抵抗があり適応ま

でに1～2か月かかる。給食への適応は保育所生活への

適応のバロメーターであり，桀団生活への緊張がとけ活

発になると食事も楽しむようになる。食べさせないと食

べない，嫌いなものは食べない，食が細い，むやみと食

べるなど食事上の問題は，友だちとr緒に食べる経験と

日々の保育者のはげましや援助とによって解決されてい

く。大体2～3か月でこれらの保育効果がみられるが，

とくに食事問題（極端な偏食，食欲不振）を もっ子ども

は長期間かかる。それでも，半年～1年経過すれば嫌レ
）

なものも食タられ，量も定量食べるようになっている。

ナーサリー生活によって，家庭ではできなかった食品摂

取の多様化および食事の自立が，母親にも認められてい

る。

　5． 給食者。保育者相互の役割体験

　保育者と給食者が互いの相手の仕事を実際に体験し，

給食者は1～3歳児の食べ方みて，子どもへの親近感，

仕事への充足感をもち，より適切な献立。調理への意欲

が高められ，保育者は給食のっくられる過程を学び，給

食を与える例としての自覚を強め，給食者に役立つため

のより適確な検食票の提示ができるようになった5さら

に，相互の理解が深められ，給食には両者が緊密に結び

ついていること，また，結びっいていかなければならな

いことを実践的に体得したのである。

V　結　び

　われわれは，実践と結びついた研究を意図し，保育所

給食に能動的にかかわりながら研究をすすめた。すなわ

ち，給食者と保育者の相互の役割の体験的認識をもっ機

会をっくること，給食者・保育者が家庭での子どもの食

事状況を把握できる資料を得ること，家庭の食事分析と

施設での子どもの食畢行動をもとに母親を指導すること，
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母親に調理現場と給食状況の見学を通して給食への関心　　ナーサリールーム保母，ならぴにナーサリールームの保

をもたせることなどである。　　　　　　　　　　　　護者の方々に深ぐ感謝して結びとする乞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ガ、，1　ぺ
3ゴ 1 、「 ffl㌔〉1，∫ドL．二Fγ’誠

本研究謝象とした保育施設は，研究所病院と微　　・、、一逮　て献…ン）

された小規模保育施設であり，保護者の学歴・職種・経　　1）厚生省公衆衛生局栄養課編「昭和59年版国民栄養の

済のレベルが高く，かなり特殊といわなければならない。　　　現状」∫“Rr43〆435，　143・一第一出版

しかし，給食にかかわる諸要素，っまり，献立。調理担　　2）厚生省公衆衛生局栄養課編「昭和58年版国民栄養の

当者とデ子どもに給食を摂取させる保育者， および家庭 …　　 P
現状JilllP．下039，FくP・74》3シfヌrr2第←出版〔〉「1’

を相互に関連づけてめ研究は3・研究の方向づけの←づの11！3 ＞北郁子編著・r食事ど保育」4979．年‘謡全国社会福祉

試みとなり得たと思うσ ［・三 1⊃5軍　　　　　　　　　　・〆協議会：11B郭磁 i　b｛」「胴、＝’…∫ ：rl〔 　O二l　 達（二黒

　また
，

年少幼児∋・と』く・にr庖2＝歳児の給食の問題点を』ミ‘4）藤沢良知「1現代惨子の食込健康」oq981年『第一出

把握することができ評との年齢期の給食1（献立・1調理形 轟　　 版・ r㌦』昌うと鴛’1「｛：頚「呂・・…二’ 罪柘・研～1マαkミ

態など）Fと給食の摂取させ方に嫁，r年長幼児と異なる配』 ・昌51）・ 水野清子他「離乳期に於ける離乳食に関する研究

慮が必要であることが明らかになら たしこの時期はレ食駄」盟恥 （第2報）二≧轟・調理形態について一Jl日本総合愛

事の自立へめ時期であると同時に〆しづけの困難な年齢・㍗　・ ｝育研究所紀要第U集，・昭和50年τ …」」．～1二㌃r ・： q

であり，働く母親への助言。指導も保育者に要求される。　6）相川りえ子r幼稚園児の食品の嗜好について』㌧栄養
　1・』～2歳児期は，記食事習慣め確立iされ＝る時期であ・りち』』・・’　 『7・二学雑誌40巻6！号32－」11982年』・

この時期の食生活はゲ成長期の子どもの発育に影響を与ど酒7r）・荒井昭偉「家庭におげる幼児の間食について止栄養

えるばかり＝でな1く1，r生涯の食習慣にもつながうていくの・一“’‘学雑誌37巻2号之q29『lig79年＝1コン…｛ ≧諏f』i∫、∫i“

であり，∵給食のもっ役割は1きわめて大きぐ』年少幼児の 一8）1藤沢良知他rl「子どむの食事時間」小児保健研究42巻

保育所給食に関する研究の発展がのぞまれるざ い1 〔ノ』l　C4号1r’』》499き1年お蝋V〔1311二』一』』l　」ゴ
rF「1葺一Il・

　ごこにpン・本研究に協力いただいた愛育病院栄養科職員，．♪；一隔常台 唱・ン澱r妬＝∴i・脇 1iii＝）匹 い・溢紮」＝ ，il烈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　贋’」識　　い1〆．　　　牝一　　　 1【ブ

　　r） 　　　　　　　　　　　　　　　　』’、ブ　　　』りL㌧、・・　　　　　　　　　　　　　　　rパ■』　　　盒 「hン』’二）　’V1＝触一，1L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エrシ〉ゲ』3f7（或

　　　　　　　　　　　　　　r！1》　　　　　　　　　　　　　＼1，8、こ）f二 ）ン 刀　】 　　　　　　 り』

～良i 　ゴ』　　　　 パ』」
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Study en Providing Meals 

for Ypunger Children at Day Nursery 

Sect 8 Michiko Heshi 
Reiko Yukawa 

Seet. 4 Masakc Doi 

To ptovide meals for yopnger children at Nursery Institution, all-rcund study on stich fields 

a~ n}rtrition, :ceeking and: nursing is required. It is also important to grasp the feedi ng situatio-

ns of the ehildren at their homes and, to study on the guidance for their mothers. 

The purpese of this study: was te_ graap the the actual status and points at issue about the 

provision of meals at day nursery, connecting the perscns in charge of preparing meals, nursery 

teachers and children's families with_ one anether. In ,this 'study, we attempted to present a mo-

del cf the method ~f study, tying ul' various elements constituting the provision cf mea:!s at day 

nursery to one another, whase point_ of sight has long been cverlooked in the study of day nur -

Since there has been less ;;tudy on yopnger children in the studies of providing meals at day 

nur~ery compared with the studies, on the infants in weaning period and older children, we tried 

particularly to aim at grasping the actual status of the younger children irom 1, to 3 years cld. 

h4ethod : I ) Analyze the children'S intake conditions of the nursery meals based on the evT 

aluations for meals by nurSery. teachers, 2) the way of eating day nursery mesls, 3) investi-

gation of meals at children's homes, 4) exehange the role of those in charge of preparing. meals 

for that ef nursery teaehers. 

Subjeeis : Twenty children cf Beshi-Aiiku-Kai Nursery Reom(excluding children up te 

thcse having baby food), 80ne-year-olds, 6 two-years-olds, 5 three-years-olds and I four-

years-old. Five nursery teachers, 2 nutritienists and 9 ceQks of Nutrition Sect, of Aiiku Hcs-

pital cooperated in this study. 
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附1　　　　　　　・「一帯 　　「 い∴ 「医へ賦・rl　ぴ焼’1汽’㌧駅甲「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G』》∫『
』”

『・i、：
1〕

　　　子どもの名前

　　　　生年月日　　　年　　月　　旦　　　　　　　入室　　　歳　　　月　　　、、1詠3胞、等ミ

　　　　調査、旧寿、．年　　月』 』日ス』汐、　　 』昇最溝・・1、　体重

　　　　年…齢　・ll歳骨 、　．照～6摂3・：顧嬬贈一「r一’ ・“マ・、

　　　　　甲1’P　　　1・　　　　　卜　 　　　　　　　　　　』＝ 7・：評し3一』：’ こ
’＼．餐で・べ　 ・㌧』7

　1，食晶の好ぎ嫌い
　　　　　ぐ（べ“　　　　　 　　　　　　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱 』ご

ンヘ』ミ　ー　r』　．

　　1）好き参車“ン　　．　　　　“　．一　　　　　　　　　　シ、：、klr一Σ、1．…君
号1｝』ト飛卜

　　　　　　　　　　⊆参ぜ？）味・にお叫色彩尽貴ざわり乳 園i尊プそ専餌1、∫1『 ヤい，冗賭み、二

　　　　　　　　　　　　　　味，におい，色彩舌ざわり，固さ7その仲（∫η効』，取 ｝、≧・じ㌧、

　　　　　　　　　　　　　　味，1彰おい，色彩p舌ざわり，置さ亦至㊧侮∫二．1、、〕、（じ．♪；。じ）、塾1、

　　2）鎌鴨も爾”一
＼ 、 　　　　　 、、卜樋t“1，ゲ．．．

　　　　　　　　　　（なぜ？）味，におい，色彩，舌ざわり，固さ，その他（　　　　〉

　　　　　　　　　　　　　　味，におい，色彩，舌ざわり， 周蒔プモ身㌍，∫衛e、ヲ〆倉．c運，ご』

　　　　　　　　．　．　　ひ，墜，がζ挙蟻色彩艇香ざや鮎、固さ，その他 （　　 　）
　　3）ナーサ！慾変化幌もれたも奴　　　　び

球
…「蓑1『こ： ri、｝、ρ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ5℃1、き ¢ ㌔ 』」

、；’ ㌧∫ ぐ

2・献立の好き嫌い一 、l　l「　　　　ξ、’、』二㌃二艶5～歌1乙｝r肥．・、ぐ一

　　1）好きなもの　ン　，、〃　　　　　17ン、．詠レ1…』張獣錦，r．“、拭
　　　　　　　　　　（蟹？1｝味・’におい漁覧責鞭処興転輝憐、鯉鱈じ、宰』
　　　　　　　　　　　　　 味，．におい，色彩，舌ざや玖誓1軍数⊃翼翼考態依孟り伸しr1、パ

　　　　　　　　　　　　　．味，．におい，色彩，舌ざわり， 固さ，禦翼髪蟹康柔俊聾〔』て．こ』1、

　　2）嫌い鮪の　、、　バ ～ 、
ゴ：ン、憲丁！1・、』｛さ≡・縁、二、エこ㌧∴劔iヒ，・・独

　　　　　　　　　　（なぜ？）味，におい，色彩，舌ざわり，固さ，調理形態， その他

　　　　　　　　　　　　　　味・におい逸彩盾勲り2ナ賢、調腰腹鯉衝，、、．、，．

　　　　　　　　　　　，旨、硫雌夕｝1』・彫活勲り孝眉臥、狸耀斥卿
　　3）チ母リーで変化が奔れ焼の（　’　　　　ご、〆㍉（冠、・㌧、＝、

　　　　　　〆 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！ン 一欠㌧㌧r

3，食　　欲
　　　　　　ρ　　　L　　　　　　　　　　　　［“ 　　　　　　　　　　　4》ε鴇娠タて1く

　1）食欲がある　　　　あっう　　　ない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r『、■、・．　　　　　歌　「⊂ゴP　rプ〔『二1　’　　　　『」．
　2）沢山食べ駒、　　　あつう　・、ピ、禽漢纏い二＼．鞍乾傘レ～

，、㌦ジや、罵く
ぐ．F、．、　　k

3）ナーサリ漁の変化（㌧　　　　　　　、～，、霞．、脈．で＿・転

4．食ぺる状態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧． ∫、｛二：jf“土人寡

　・気が散って時間がかかる 　　　　ふ？ゑ 1冒、・ 集中して食べる・ 　　「1、ド＞礁シ　　、
、

〆。食べ方が遅い　　　　ふつう　　　　　　　　早い

　・よくかむ　　　　　　　ふっう　　　　　　　　かまずにのみこむ　　　　　　　　、

，・ 互食べができる　　　一品ずつ食べていく　　好きなものだけ食べる　　　まぜてしまう
＼ 、。他の子のもたべたがる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　・姿勢よく食べる　　　ふつう　　　　　　　姿勢悪い

　・途中で立ち上る　　　　途中で遊びはじめる

　・嫌いなものをどうするか

　　a，舌で押し出す　　　b、入れても吐き出す　　c．手で押しやる　　d．床に捨てる

　　e．保母が食べさせないと食べない　　　f．rモウオナカイッパイ」と云って食べない

A
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　g．がまんして食べる

・自分のだけたべる

h．他の子の皿にのせる i，その他（ ）

5．食べ方の発達

　　　　　　　　　　　　　○大体できる

　　コップを手にもって飲める　　両手　　片手

　スプーンで殆んどこぼさず食べる

　フォークが使える

　片手で食器をおさえてたべる

　　こぽしたものを自分で拾うて皿のすみにのせる

　よくかむことができる

　固型物をのみこむのが上手になる

　おかわりが要求できる

△時どきできる

○△×
○△　x

O△　×

○△　x

O△　×

○△　×

○△　×

○△　x

xできない
才　　月から

才　　月から

才　　 月から

才　　月から

才　　　月から

才　　月から

才　　月から

才　　月から

つぎの献立はどうやって食べますか。

　　　　　　　　　　　　　○大体できる

　サンドイッチ重ねたまま食べる

　ジャムロールそのままたべる

　ハンバーガーはがさずに食べる

　汁もの，汁と実を適当に食べる

　三色ごはん，カレーなど御飯と具を一緒に食べる

　いなりずし，はがさずに形のまま食べる

　おにぎり，形のまま食べる

△時どきできる

ハンバーグ，魚のムニエルなど自分で小さくして食べる

O
O
O
O
O
O
O
O

△

△

△

△

△

△

△

△

×

X

×

×

X

X

×

×

×できない

つぎの食品の大きさi 長さは丁度よいですか。

　　　　　　イ．rもづと大きい方がよい　　　ロ』丁度よい　　　ハ．

　スパゲティの長さ

　中華そばの長さ

　冷し中華，やきそばのきゅうりや人じんなどの長さ

　粉ふきいも，さつまいも，かぼちゃの大きさ

　サラダ，ソテーのトマトやきゅうり，ピーマン等の野菜の大きざ

　魚，ハンバーグ，から揚げなどの大きさ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

もっと小さい方がよい

口　　　！、

ロ　　　ノ、

ロ　　　ノ、

口　　　！、

ロ　　　ノ￥

口　　　／、

6．本人の食事にみる保育効果

　入室後どのくらいの期間でナ」サリーの食事に慣れたか

　　（

7，本人の食事の特徴
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　　　　　　　　　　　　　　星他：、葬少幼児の保育所給食に関する研究

附2　　　　　　　 　　　　　　　　　　1穿』ド！一 1、・

』　〆」ぐ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おご癩＞い，、六

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丸
”♂・・、11 1『 9　リレ 亙・」ン い』 ！『㌧F

　　　　　　　　　　　ナーサリールrムの食事をよりよくするために・』ひとりひとり
　　　　　　　　　　のお子さんの家庭での食生活の実態を知ゆたいと思います軌1お忙1

　　　　　　　　　　しいと存じますがよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　御記入の上，封をなさってナーサリールームの先生にお渡しく

　　　　　　　　　　ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔＞冠　　　、、，愛育病院栄養科＞ド

　　　　　　　　　　　　　1ト・ 爪’ 11㌧監 　　． 1 r』査r　l羽』） ・＝　　「 1ヤ ；』1弓1』」
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ド
　　　　　　ド　　　しノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵遍ず
乳』

、・、

　　　　　お子さんの名前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’汎 き　　　 綾1二＞’ン」r＼ 〕

　1，家庭で次のものを食ぺさせていますか30△×のいずれかを○でがヒんで邸し七ぐださ“占・てナニサリーの献

　立より）　　　　 　　　　　　　　乱 　　　 　　　　1 ξご ｝ ・・ 、訊N11、

○よく食べさせる

　白いごはん

　小豆ごはん

　カレLライス

　スパゲティナポリタン

　スノぐゲティミートソース．

　五目やきそぱ

　冷し中華

〆ホットドック

kおすまし
＼

　味噌汁

．

スープ

！ムニエル（魚）

＼すきやき風煮もの

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

△

△

△

△．

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△時どき食べさせる　　　×食べさせていない

　　おでん　　　　　　　　　　丁‘侭（♪嵩 一＝r
X

　　」白菜と厚揚の煮物』∵』、一 　砿㌧X

　　 もやし油いだめ1X

　　　ミラダスベジ汐・ブルバタ言恥ため ⇒　　　、～』へいX

　　ほうれん草六タ」いため　！ト　ぐ　　　　　“×

　　　ピーマンバターいため×

　　ほうれん草おひだじぐ欝：く ド」ぐ：エ｝綜駄∫㎏渚 』陵
×

　　人じんのグラツセ×

　　かぼちゃの煮物×

　　さっまいもの意物癖終ワ’Gて二・二＝…掌允oノ 一・・ き・・×

　　粉ふきいもX

　　みかん缶の大根おろしあえX

　　　レタス・きゆ犠妙麺館鷺怨、冬×

嫁即大体の蝋鍍の時間紫郷してください・幽

起騨’購一時一倒奮翻墓纏欝幽』

つ二荘△

○　△

』Dべ△

o』ρ△

乙：σ
△

○　△

σ△
○＼△

○．ノム

、」○・△

○＼冷

O玲
ρ．．㌔△

　』“⊆ ンここ

・×

X

X

×

X

X

X

X

×

×

×

×

X

分ぐちい

分ぐらい

就寝　　時 分頃；夕食 庵一頒｛鰍織輪欝麹1

3，家庭の参料現でお子さんの好きなもの

　　　　　　　　　　　　嫌いなもの

　特に野菜料理で好きなもの

2 3：　 ～

3

分ぐらい

分ぐらい

2

4，食事の仕方について

　（1）ほとんど食べさせる （2）半分ぐらい手伝う 13沙し手伝う

　　　　　　　　、 　　＞

㈲ひどりで食タる
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　　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要　　　第20集

5，おやつについて。　（土曜・日曜を除く）

　　　　　　｛①一時一頒主に与えるも？（
　　　　　　　②時間をきめていない（ほしがる時与凡る）
　　（11与える
　　　　　　 ｛①琢をきめている』

　　　　　　　②ほしがるだけの分置を与える
　　（2）与えない

6，外食について。

　（11　（平　　日）①全くしない　　②週に　　　回ぐらい

　　　（土・日曜）①全くしない　 ②時どき外食する　　③よく外傘する

　　　外食は主にどんなものですか。工　　　　　　　　2 3

）

12）自宅で店屋ものをとる。

　（平　　日）①全くない　　　②週に　　　回ぐらい

　（土・日曜）①全くない　　』②時どき食べる　　　③よく食べる

　店屋ものは主にどんなものですか。1　　　　　　　　　2 3

7．醐理ずみ食品他について。

　　　　　Oよく使う　　△時どき使う　　×使わない

　　冷凍食品　　　　　○　△　×　　主に使うもの　、（

　　そうざいなど　　　○　△・．x 主に食べるもの（

　　ほかほか弁当類　　○　△　琴・ ∵主に食べるもの（

8．家庭でお子さんの食事について困っていること。

　　（

9，ナーサリールームの食事について御希望なさること。

　　（

10．家庭の3日間の献立を記λし七ください。

』）

）

献　　立　　　　　　主な材料 よく食べたO
g　　　　X

今　日

　、月　　日）

朝食

夕食

間 食

昨　　日

　月　　日）

朝食

タ食

間食

一作日

　月　　日）

朝食

タ食

間、食
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